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国際交流担当

海外研究者によるオンライン講演

1. 新型コロナウイルス（COVID-19）感染症による医療における New Normal

日時：2020 年 9 月 4 日（金）12－14 時 
講師：岡田悠偉人先生（ハワイ大学疫学専門家）

内容： COVID-19 の国際的な状況、米国での COVID-19 対策について解説があった。マ

イノリティ等多様な背景を持つ人々へのアプローチや疫学の政策への活用等、幅広い視点

からの説明がありタイムリーなテーマのみならず学生にとっては疫学の魅力を再認識させ

る内容であった。

参加者からは、今後のワクチン普及の予測や演習・臨床実習における感染防止対策等、

多くの質問がなされた。

参加者：119 名 

2



2. Precision Health Care の文献検討：定義・概念・臨床への応用

2020 年 10 月に学部間協定のある国立台北護理健康大学（NTUNHS: National Taipei 
University of Nursing and Health Sciences）とオンライン会議を開催し、今後の学生・

教員間の交流、共同研究について協議した。その第一歩として、オンライン講演会を開催

した。

日時：2021 年 3 月 9 日（火）15－17 時 
講師：Dr. Shu-Fang Wu（国立台北護理健康大学副学長）  
内容：Precision Medicine の臨床活用が注目される中、看護分野で Precision Health Care
はどのように発展していくのか？Precision Health Care の文献研究から、6 つの主要とな

る要素および臨床への応用について解説があった。

参加者からは既存の Individual care との違い、研究体制の整備、患者の価値観に基づ

く意思決定支援について意見交換や質問がなされた。

参加者：28 名
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傾斜的研究活動係企画 20２０年度 薬害講演会  

薬害エイズ被害の経験から医療者に望むこと   

 COVID-19 感染拡大の影響で中止としました本講演会を実施することになりまし

た。ご講演では、薬害エイズとはどのような出来事だったのか、その被害者の方々の

経験およびそれらを通じて医療者に望むこと等について、お話しいただきます。ま

た、参加者からの質問にもお答え頂きます。 

この講演会を通して、医療者としてのあり方を考える機会にしたいと思います。医

療者を志し学んでいる学部生はもちろん、既に医療者の資格をもつ大学院生、教員の

皆様もぜひご参加ください。また、安全で安心な医療を望み、これを利用する私達一

人ひとりが取り組めることについても考える良い機会です。大学職員の参加も歓迎い

たします。   

日 時  2020 年９月 1８日（金）18:00～1９:30 

講 師  社会福祉法人 はばたき福祉事業団 理事長 武田飛
ひ

呂
ろ

城
き

さん 

方 法  オンライン（Zoom） 

申込み  不要 当日下記 URL からご参加ください 

https://zoom.us/j/93643256883?pwd=elBhb0hKMWdHa1BlaU5IL09 

KSisyZz09 

ミーティング ID: 936 4325 6883 

パスコード: 596905  

★今回は学内に限定しておりますので、SNS 等での拡散はご遠慮ください。 

患者が変われば、医療は変わる。 

私たちは HIV 事件の教訓を忘れません。「はばたき」はきっと、あなたの力になります。  

現在、薬害エイズ被害患者の最年少は 37 歳になります。HIV は抗ウイルス

薬により管理できるようになったと思われていますが、その実、慢性炎症が

続いていることや、様々ながんの発生など、多くの合併症が起きていること

もわかってきています。また、遺族は、大切な人を亡くした悲しみや痛みは

時間の経過によっても癒えることはなく、その思いに寄り添っていく支援が

必要です。                                  

はばたき福祉事業団ホームページより https://www.habatakifukushi.jp/           

「薬害エイズ事件」については、はばたき福祉事業団のホームページでご覧いただけます。           

お問い合わせ：看護学科 島田（megumi@tmu.ac.jp）まで 

〔開催報告〕 看護学科教員・学部生・大学院生 27 名が参加した。血友病と薬害

エイズ事件の概略、薬害エイズ被害者を取り巻く社会情勢、被害者の長期療養の現

状や課題、遺族の経験と思いについて、データをもとに解説された。最後に、話を

聞き「病気」ではなく「人間」を診る医療、正直な医療、共に作っていく医療福祉

に対する希望が語られた。我々の想像を超える被害者、遺族の現状や思いを知る機

会となった。今後は、より多くの学生や教職員が聴講できる形で継続することが望

まれる。 
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傾斜的研究活動係企画 20２０年度 英語研修会 

翻訳ツールを使ってアブストラクトを書こう！ 
 

講  師：早野 ZITO 真佐子 先生 

趣 旨：英語で抄録や要旨を書く際、最初から翻訳者に翻訳を依頼する人もいると思  

いますが、「まずは自分でやってみよう」という人の場合でも、翻訳ツール     

を使う人が多いのではないかと考えます。 

そこで、翻訳ツールをうまく使いこなすコツを中心に講義・演習（全 2 回）

を行います。  

対 象：看護科学域大学院生・教員 10 数名 

日 時： 

 第 1 回 10 月 8 日（木）18:00～19:30 

 第 2 回 10 月 29 日（木）18:00～19:30 

内 容： 

第 1 回 

 1. 英文アブストラクトの基本について講義 

 2. 翻訳ツールをうまく使う上での重要な点について事例を示しながら講義 

 3. 課題アブストラクトの中の１点を翻訳ツールを使って翻訳する 

  それをよりよい英文へと修正する（グループワーク） 

 ＊2 回目に向けての課題：自分のアブストラクトを英訳する 

  （ペアになって、どちらかが書いた日本語のアブストラクトを 2 人で英訳し、 

   第 2 回前に提出する） 

第 2 回 

 1. 英文でアブストラクを書く上で重要なこと（復習） 

 2. 課題で提出された英文を検討するグループワーク 

  （2 ペア 4 名で行う） 

 3. 発表しながら、より良い英文にしていくコツを学ぶ  

申 込：9 月 14 日（月）までに島田までメール（megumi@tmu.ac.jp） 

    参加決定の方には、当日の Zoom ミーティングルーム URL と課題文献を 

    お知らせします。 

お問い合わせ：看護学科 島田（megumi@tmu.ac.jp）まで 

 

〔実施報告〕 

第 1 回は本学の大学院生 7 名と他大学の院生 1 名、教員 4 名の計 12 名、第 2 回

は大学院生 8 名、教員 3 名の計 11 名が参加した。第 2 回に向けての課題として、

参加院生（博士後期課程）が過去に書いた修士論文のアブストラクトを 2 人で改めて

英訳し、より良い英文にするコツを学んだ。参加者からは、「講義をもとに実際に英

文アブストラクトを修正したり、作成したりして、実際的に理解することができた」

「翻訳ツールによって違いがあることが分かった。また、ツールを使うと便利なこと

も分かったので、今後活用したい」などの感想が寄せられた。 

今後は、研修だけでなく、院生や教員が学会発表や論文投稿する際の英文作成につ

いて、専門家による継続的な支援が得られる学内の仕組みづくりも検討が望まれる。 
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2020年度 東京都立大学看護研究講習会 開催報告
ポストコロナ時代の研究手法「ヴァーチュアル・エスノグラフィー」入門

開催日時：2021年３月15日（月）16-18時
方法：オンライン（Zoom）
講師：木村忠正先生（立教大学社会学部メディア社会学科教授）
参加者数：100名

事前配布された資料をもとに、ヴァーチャル・エスノグラフィー（VE）について基本
的な考え方から実際の調査方法、VEから見えてくることについてわかりやすく解説が
なされた。参加者からは、VEにおける倫理的配慮についてや、調査のリアリティ、そし
て調査規模と結果に関することについて質問がなされ、活発な意見交換が展開され
た。
参加後のアンケートには45名から回答があった。公開企画としたことで参加者層の

1割が本学教員・大学院生、9割が外部からの参加となった。参加者からは学びの
機会が広く提供されたことに関する感謝が多く寄せられた。講義の開催時期について
は落ち着いて参加しやすい時期であり、Zoomという方法のため遠方からもアクセスし
やすいという意見が多かった。資料、講師についても高い満足度であり、「丁寧な資
料に感謝いたします」「領域以外の研究をされている先生の講義がお聞きできて、楽
しい時間を過ごせました」「コロナ云々に関係なく、研究の見方、調査方法設計の理
念などを幅広く学ぶことができました」「「リアル」とは何か、データの信頼性とは何か、と
いった境目がとても曖昧になっていくのだな、という印象を受けました」「私たち自身が
ネット社会に埋め込まれているとお聞きし、自分自身の見方、とらえ方が反転させら
れた感じです」と、新しい研究手法に触れ新鮮な刺激と、視点が反転させられるよう
な学びを得た参加者が多かった。第2弾の企画へのリクエストもあり、バーチャル・エス
ノグラフィーのMixed Methods面について主題とすることも案として提案したい。

看護研究講習会担当：坂井・菱沼・島田
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研究力強化 

-個別研究助成-

8



2020年度は、新型コロナウィルス感染症の影響もあり申請者がなく、研究助成を行わ

なかった。 

（文責：個人研究助成担当） 
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